
座席配置図

講師席E 東京都
中・高

I 神奈川
中・高

B 東京都
中・高

F 神奈川 横浜
川崎 小

K 埼玉千葉
小

L 埼玉千葉
中・高

G 神奈川
中・高

M 茨城・栃木
静岡

H 神奈川
中・高

C 東京都
中・高

D 東京都
中・高

A 東京都
小

〇各グループ２～４人 〇A・E・H・Kは３列目から
〇グループの間隔は１列空ける

J 神奈川
横浜

中・高



青山学院大学卒業生教職員
校友「白亜の会」教員採用試験対策講座

2022年5月21日（土）９時～

講師：木村 夏子

2022年度第3回 全体指導（論作文）



座右の銘
“人を浴びて人になる”

「研究会」の
先輩から聞いた
言葉でした…

出典が
明らかに
なりました。



あと・・・

教員採用試験まで

？日



あと・・・

教員採用試験まで

５１日



本日のプログラム

１ 講義

２ 演習

・構想を練る

・グループで情報交換

○800字 60分

手書きに挑戦！

今日のメインは・・・
アウトプット！



令和４年度埼玉県公立学校教員採用選考
試 験 結 果 (HP で 公 表 ）

受験者数 最終合格者数 倍率

小学校 １７１５名 ８０１名 ２．１倍

中学校 １８８４名 ４９７名 ３．８倍

高 校 １４１９名 ３６８名 ３．９倍



「論作文」・・・その前に・・・

筆記試験の突破は必須！
・一般教養
・専門教養
クリアしないと始まらない！

ぬかりなく・・・



・論作文は「書く面接」

１ 何のために
「論作文」試験を行うのか

文章を通して
「教師としての適格性」を

判断しようとしている



筆記試験や
実技試験



過去
小学校
中学校
高等学校

現在
大学（学生）

未来
社会人

教師になろうと
している



・論作文は「書く面接」

読み手

書き手

コミュニケーション



・読み手

２ 読み手

＝出題者・採点者

・書き手 ＝出題の意図を汲み

自分の考えが伝わるような文章を書く

いいね！



・読み手

２ 読み手

＝出題者
国や各自治体の教育課題、施策

☆学習指導要領
☆教育施策（国レベル・県レベル・地域レベル）
☆受験する地方自治体（教育委員会）のホームページ
☆教育委員会の求める教師像
☆教育に関する報道
☆子供に関わるニュース
☆教員採用試験情報～過去問～

「教師」としての

「見方・考え方」
で

とらえ直してみよ
う



・読み手

２ 読み手

＜構成力＞課題の意図を把握し、
題意に則した分析をしているか
論理的な主張になっているか

＜創造力＞創造性、洞察力があるか
誠実さ、向上心等があるか
独断的でなく、社会への適応性をもっているか

＜表現力＞具体的な分かりやすい内容で表現できているか
語句の用い方、表現が適切か
誤字等はないか

＝採点者



・読み手

２ 読み手

＜理解力＞言葉・主旨の理解
課題の主旨が理解できているか

＜論理力＞事実の論理的な捉え方
一貫性があり、要領よくまとまっているか

＜表現力＞表現に創造性、独自性があるか
主体性、アピール度、教養度はどうか

＜語彙・誤字＞
語彙の豊富さ
文字は、誤字・脱字がなく読みやすいか

＝採点者



まず、「読んでいただける」ように
書くこと！！

＜前回の講義～合格論文とは～＞

最初から最後まで、
読み手が疑問をもつことなく、
すーっと流れるように

読むことができるか。



・書き手

３ 書き手

＝学生（教師経験はない）

＝教師経験はないのに
「教師」として書く

＝伝えられるのは・・・
「いまの自分」



・書き手

３ 書き手

＝「いまの自分」って？

過去の自分（児童・生徒時のエピソード）
現在の自分（大学での学び・卒論の取組など）

未来に向かう自分（志）

＜教育現場での体験＞教育実習・ボランティアなど



・書き手

３ 書き手

＝「いまの自分」って？

過去の自分（児童・生徒時のエピソード）
現在の自分（大学での学び・卒論の取組など）
＜教育現場での体験＞教育実習・ボランティアなど

未来に向かう自分（志）



過去
小学校
中学校
高等学校

現在
大学（学生）

未来
社会人

教師になろうと
している



３．伝える「自分」を明らかにしよう

☆理想の教師像「わたしのめざす教師像」
☆教育に関わる自分の体験

（教育実習・ボランティア活動・
生徒としての体験・思い出の学校行事
・部活やサークル活動・忘れられない恩

師）
※事例に「見出し」を付けておくと、
どのような問題にもすぐに活用できる。



３．求められる具体性
しかし、字数には限りがある

☆エピソード
・まず、できるだけ詳しく書いてみる。（５W

１H）
・教育現場を思い描いて書く

例）毎日一人一人の児童に声を掛ける。
⇒毎日登校する児童を教室で迎え、
一人一人に挨拶+αの声掛けを

する。
・全体の字数に合わせて、推敲する。



３．あなたは「文章を書く」ことが好きですか。
「文字を書く」ことが好きですか。

☆「好きではない」「自信がない」人
は・・・
・まず、「書き慣れる」こと。

☆「正しい記述」を意識する。
※表記便覧



４．論作文試験の対策は・・・

☆書いてみる

☆書き直す

☆書き慣れる

「白亜の会」の添削講師がお手伝いしま
す！



＜配付物＞
・問題用紙・回答用紙（40字×30行）2枚
・問題例集

演習のプログラム
・構想を練る（個人）

・グループで情報交換

○800字 60分 手書きに挑戦！



学習指導要領では、これからの時代に必要となる資質・能力の育成の

ために「主体的・対話的で深い学び」の実現をめざす授業改善が求めら

れています。このことが重視される背景を踏まえ、あなたはどのような

教育実践を行おうと考えますか。志望する校種や教科等に即して具体的

に述べなさい。（800字以内）

2022年 教員採用試験対策講座（同窓会による補講）～論作文研修資料 2022.５
.２１～

「論作文」問題例 １

個人のワーク
・ＭＥＭＯ欄を活用して、構成を考えよう。（序論・本論・結論）
・授業改善の具体策を書いてみよう。（後ほどグループで交流）



原稿用紙は、手書き練習用に活用。40字×30行 800字は20行まで。地域の傾向に合わせて練習。



①添削講師から、メールが届きます。
届かない場合は、白亜の会まで連絡してください。

（aoyama.hakua@gmail.com）

②研修生から添削講師に返信します。
まず、自己紹介をしましょう。

・学部・学科
・受験する自治体、校種、教科等
・教師を目指す理由なども伝えるとよい。

③論作文をデータで送ります。
手書きの原稿を、ワード等で打ち換え、データを送ります。
講師から「郵送」の希望がある場合があります。

＜添削指導を受ける手順＞

mailto:aoyama.hakua@gmail.com


④講師から、添削したものが返ってきます。
指摘事項を受けて「書き直す」と力が付きます。

⑤受験日までに、少なくとも３回は添削を受けましょう。
多様な問題例に挑戦すると「書き慣れ」て、自信がつきます。

⑥問題例は、
受験する自治体の過去問、
全体指導で取り上げた問題例（本日の配布資料）

などから、選んで書きます。

分からないときは、講師に相談して選びましょう。
そのほか、勉強の仕方についても相談にのります！

＜添削指導を受ける手順～その２＞



添削講師の中には、
現職の先生方もいらっしゃいます。
ご多用の中添削指導をしてくださるので、
メールチェック、
「連絡」「報告」を忘れずに。



ありがとうございました。













「事務連絡」

 ①添削講師から、メールが届きます。

 届かない場合は、白亜の会まで連絡してください。（aoyama.hakua@gmail.com）

 ②研修生から添削講師に返信します。

 まず、自己紹介をしましょう。

 ・学部・学科

 ・受験する自治体、校種、教科等

 ・教師を目指す理由なども伝えるとよい。

 ③論作文をデータで送ります。

 手書きの原稿を、ワード等で打ち換え、データを送ります。

 講師から「郵送」の希望がある場合があります。

 ④講師から、添削したものが返ってきます。

 ⑤受験日までに、少なくとも３回は添削を受けましょう。

 ⑥問題例は、受験する自治体の過去問、全体指導で取り上げた問題例などから、選んで書きます。

 分からないときは、講師に相談して選びましょう。

mailto:aoyama.hakua@gmail.com

